
＜機械・農作業の共同化を実施している事例＞

○機械の共同利用による経費削減と有効利用

１．集落協定の概要

市町村･協定名 愛媛県 松山市 儀式
まつやま し ぎ しき

協 定 面 積 田（49％） 畑（51％） 草地 採草放牧地
22.4ha 水稲 柑橘等

交 付 金 額 個人配分 50 ％
354万円 共同取組活動 共同利用機械にかかる経費 19 ％

（50％） 農道水路管理費 9 ％
集落内施設管理費 18 ％
その他活動経費 4 ％

協定参加者 農業者 44人

２．取組に至る経緯

当地域は水稲と柑橘が主軸であるが、近年の価格低迷、農業者の高齢化、後継者不足

などが心配され、耕作放棄地の増加が予想される。このため、農業機械の共同利用や、

農地管理を行い、経費の削減や耕作放棄地の解消に努めることとなった。

３．取組の内容

当地域は、前期対策から今期対策にかけて田植機、トラクター、コンバインを購入し、

農用地管理、作業の効率化に取り組んできた。

現在、共同購入した田植機、トラクター、コンバインの共同利用・管理を行っており、

平成21年度末までの共同利用実施面積は、田植機の使用が3.4ha、コンバインとトラク

ターの使用が1.7haとなっており、協定参加者がオペレーターとなり共同利用の推進を

おこなっている。また、今年は新たに畦塗機を購入し、水稲作付け地の畦塗り作業に活

用しており、経費の削減・効率化を図った。

その他にも、水路の改修や農道のコンクリート舗装や、集落内の地域活動・行事にも

積極的に取り組んでいる。

畦付機 農道コンクリート舗装



［集落の将来像]
高齢化が進む中、将来耕作放棄地の増加が心配されるため、農道・水路の補修や改修はもちろん、共

同機械の利用により経費の削減に努める。
集落内の行事にも積極的に取り組み、世代を問わず交流を深め活力ある集落づくりに努める。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 共同機械の有効活用
○ 農業資源、伝統の継承

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（22.4ha） 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化
（約0.3ha、年1回） （田植機の共同利用を3.4ha実

個別対応 施、目標2.2ha)
共同取組活動

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路1.5km、年2回

清掃、草刈り 認定農業者の育成
・道路2.0km、年2回 草刈り （現在2名 目標1名）

共同取組活動
共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時）

個別対応

４．取組による変化と今後の課題等

集落での機械の共同化により経費削減・効率化が図れ、農地の維持管理に努めるるこ

とができた。

今後高齢化等により地域活力の低下が懸念されるので、共同機械を有効利用や多面的

機能の確保、また、自立的かつ継続的な農業生産活動ができるように取り組んでいきた

い。

［平成21年度までの主な成果］
○共同機械の購入（畦塗機、コンバイン、田植機、トラクターの購入）
○ヘリコプターによる水稲防除（約10ha）
○景観作物の作付け（ヒメイワダレソウ）


